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今月の紙面

全組合員総力で
組織の年間実増を

広
島
建
労
会
館
の
構
造
見
学
会

中
国
地
方
初
の
民
間
労
働
者
供
給

新型コロナウイルス
感染症に対する

組合共済の対応について
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【
県
・
書
記
長
・
藤
岡
祐
二
】

４
月
２
日(

日)

、
８
月
末
竣
工

を
目
指
し
て
建
設
中
の
広
島
建

労
会
館
に
つ
い
て
、
構
造
見
学

会
を
午
前
・
午
後
の
部
に
分
け

て
行
い
ま
し
た
。
広
島
県
商
工

労
働
局
、
全
建
総
連
、
中
国
地

協
、
関
係
団
体
、
広
島
建
労
組

合
員
を
含
め
、
合
計
49
人
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
館
は
地
上
２
階
（
木
造
軸

組
）
、
地
下
１
階
（
Ｒ
Ｃ
造
）

の
構
造
で
、
地
下
部
分
は
職
業

訓
練
校
の
訓
練
会
場
と
し
て
の

使
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
建

設
は
、
中
国
地
方
の
民
間
建
築

期回第 会定 大

工
事
で
は
初
の
労
働
者
供
給
事

業
と
し
て
取
り
組
み
、
広
島
建

労
組
合
員
登
録
者
の
う
ち
大
工
・

内
装
・
左
官
か
ら
11
人
が
従
事

す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
国
交

省
補
助
事
業
を
活
用
し
て
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
モ
デ
ル
現
場
と
し
て
就
労

履
歴
蓄
積
も
可
能
な
環
境
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
建
労
会
館
の
構
造

に
つ
い
て
、
設
計
者
の
Ｓ
Ｉ
建

築
設
計
の
矢
崎
建
築
設
計
士
、

施
工
者
の
橋
本
建
設
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

　

矢
崎
建
築
設
計
士
よ
り
、
会

館
建
設
を
地
元
の
職
人
さ
ん
の

拍
手
で
第
66
期
の
経
過
と
決
算
を
承
認

地
上
1
階
を
見
学

会館の構造などをスクリーンに写して説明

建
労
ら
し
い
建
物
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
対
策
と
し
て
、
消
毒
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
館
内
の
換
気
、

大
会
次
第
の
変
更
に
よ
る
時
間

短
縮
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。

　

山
本
聖
空
さ
ん
（
第
３
地
連

し
ま
な
み
）
の
司
会
に
よ
り
、

　

広
島
建
労
は
３
月
18
日(

土)

12
時
半
か
ら
、
第
67
回
定
期
大

会
を
広
島
市
南
区
金
屋
町
に
あ
る
ワ
ー
ク
ピ
ア
広
島
で
開
催
。

同
時
に
（
一
社
）
広
島
建
築
共
同
職
業
訓
練
協
会
、
（
一
社
）

広
島
県
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
、
（
有
）
広
島
建
設
保
険
代
行
社

の
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
全
組
合
員
総
力
で
組
織
の
年
間
実
増
を
達
成
し
よ
う
！
」

な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
３
面
掲
載
）
に
掲
げ
、
顧
問
１
人
、
相

談
役
４
人
、
代
議
員
86
人
（
委
任
状
出
席
者
45
人
を
含
む
）
、

特
別
代
議
員
６
人
、
県
執
行
委
員
15
人
、
県
監
査
３
人
、
青
年

部
３
人
、
主
婦
の
会
２
人
、
書
記
２
人
の
総
勢
１
２
２
人
が
出

席
し
ま
し
た
（
２
、
３
面
に
大
会
関
連
記
事
別
掲
）
。

髙
野
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
で
大
会
が
開
会
。
大
会
諸
役

員
を
司
会
者
が
読
み
上
げ
て
了

承
さ
れ
、
議
長
団
に
佐
々
木
哲

司
さ
ん
（
第
11
地
連
三
次
）
と

青
掛
良
晴
さ
ん
（
第
12
地
連
庄

原
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　新型コロナウイルス感染症の
感染症法上の位置づけについて、
5月8日より現行の「2類相当」
から「5類」へ引き下げることが
報道されています。
　「5類」へ引き下げられた場合、
自宅・宿泊療養を入院扱いとす
る取り扱いを終了し、今後は他
の傷病と同様の扱いとさせてい
ただきます。
　ご理解とご了承のほど、よろ
しくお願い申し上げます。

　

原
委
員
長
の
掛
け
声
で
物
故

者
に
対
し
全
員
で
黙
と
う
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。
原
委
員
長
は
あ

い
さ
つ
で
会
館
建
設
の
こ
と
に

触
れ
、
「
広
島
建
労
ら
し
い
建

物
を
完
成
さ
せ
る
」
と
ま
っ
す

ぐ
正
直
に
対
応
し
た
結
果
、
８

月
に
完
成
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
る
報
告
な
ど
行
い
ま
し
た
。

　

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
資
料

配
布
で
の
披
露
と
し
、
長
尾
善

行
資
格
審
査
委
員
長
、
山
本
章

議
事
運
営
委
員
長
か
ら
各
委
員

会
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
66
期
の
経
過
報
告
を
藤
岡

書
記
長
、
会
計
報
告
を
尾
尻
財

政
部
長
、
各
会
計
監
査
報
告
を

小
川
会
計
監
査
長
が
行
い
、
第

67
期
の
運
動
方
針
案
と
議
事
提

案
を
藤
岡
書
記
長
が
、
予
算
案

を
尾
尻
財
政
部
長
が
提
案
し
休

憩
に
入
り
ま
し
た
。

　

代
表
（
２
面
に
要
旨
別
掲
）
・

　この度、建労会館の新
築工事において、「付帯

工事の入札」を行うこととなりました。
　入札者は建設機構所属事業者で募
集しますので、入札に参加を希望さ
れる方は、訓練協会（電話082-292-
7798）までご連絡ください。工事資料
の配布を行います。

記
１．事業者：
　　一般社団法人
　　広島建築共同職業訓練協会
【住　所】〒733-0013

広島市西区横川新町8-12
【電　話】082-292-7798
【ＦＡＸ】082-294-0248
【E-mail】hiroshimakenrou@hiro-ken.com
２．工事名：
　　建労会館2階会議室可動間仕切り
　　製造取付工事
３．工事場所：
　　広島市西区横川新町8-12
４．用途規模：
　　配布資料参照
５．工期：
　　契約翌日から令和5年7月31日
６．入札：
　　資料配布／令和5年5月10日
　　入札日時／令和5年6月20日13時～
　　入札場所／広島県建設国民健康保険
　　組合会館
　　（広島市西区横川新町13-12 ）
７．支払い時期：
　　工事完了後
８．書類提出締切：
　　令和5年6月10日

以上

付帯工事業者
入札のご案内

技
術
で
作
り
上
げ
た
く
、
全
木

協
広
島
に
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
た
な
ど
の
経
緯
が
説
明
さ

れ
、
広
島
の
地
で
建
設
職
人
が

集
う
会
館
と
し
て
、
未
来
を
語

り
合
う
見
学
に
な
れ
ば
と
今
回

の
構
造
見
学
会
の
企
画
の
意
図

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
建
築
の
コ
ス
ト
、

規
模
、
工
法
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
た
こ
と
、
広
島
建
労
と
し

て
工
務
店
や
職
人
の
技
術
を
全

面
に
使
え
る
工
法
を
採
用
し
、

「
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ
る
会

館
」
と
し
て
強
く
打
ち
出
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
。
「
こ
の
規

模
は
Ｒ
Ｃ
や
鉄
骨
で
建
築
す
る

こ
と
が
多
い
中
、
現
在
日
本
で

脱
炭
素
の
考
え
の
も
と
木
造
建

築
が
推
進
さ
れ
て
い
る
」
と
経

緯
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
館
建
設
・
労
働

者
供
給
に
つ
い
て
の
説
明
を
藤

岡
書
記
長
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
含
む

労
務
管
理
に
つ
い
て
、
事
務
局

よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
か
ら
、
「
よ

く
こ
こ
ま
で
に
至
っ
た
」
「
地

元
組
合
で
も
検
討
し
て
み
た
い
」

　
「
竣
工
の
暁
に
は
、
ま
た
来
て

み
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

67

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
質
問
は
時
間
短
縮
お
よ
び

飛
散
防
止
対
策
と
し
て
、
質
問

内
容
と
回
答
は
書
面
で
確
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
拍
手
多
数
に
よ
り

第
66
期
の
経
過
お
よ
び
決
算
は

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
第
11
地
連

三
次
が
３
人
組
織
数
を
増
や
し

組
織
拡
大
を
表
彰
さ
れ
、
第
７

地
連
広
島
が
広
建
新
報
最
多
投

稿
地
連
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
功

労
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

司
会
者
の
山
本
さ
ん
が
、
18

項
目
の
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
（
３

面
に
別
掲
）
を
、
西
濵
青
年
部

長
が
大
会
宣
言
を
読
み
上
げ
て

提
案
し
、
拍
手
で
了
承
さ
れ
ま

し
た
。

　

書
記
・
議
長
団
解
任
の
後
、

中
川
副
委
員
長
が
閉
会
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
大
会
を
終
え
ま
し

た
。
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第67回
定期大会

Q
純
増
を
果
た
す
こ
と
が
で

た
地
連
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
さ
れ
た
の
か
。

A
11
地
連
で
の
取
り
組
み
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
組
織
拡
大
行

動
は
自
粛
し
て
い
ま
し
た
が
、

や
は
り
組
合
員
さ
ん
や
役
員
さ

Q
特
定
健
診
に
つ
い
て
、
例

年
日
時
、
場
所
を
特
定
し
て
い

Q
ど
の
よ
う
な
講
習
会
だ
っ

た
ら
、
興
味
を
持
っ
て
参
加
し

て
も
ら
え
る
か
、
参
考
意
見
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

A
年
々
、
講
習
会
に
参
加
す

Q
一
人
親
方
の
場
合
、
建
退

共
に
お
い
て
は
、
小
規
模
企
業

共
済
の
よ
う
な
所
得
控
除
も
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
建
退
共
が
若

者
に
魅
力
が
あ
る
制
度
と
な
る

よ
う
に
、
運
用
利
回
り
の
ア
ッ

プ
、
掛
け
金
が
所
得
控
除
の
対

象
と
な
る
よ
う
な
運
動
、
取
り

組
み
を
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

Q
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り

引
き
起
こ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
脱
退
や
廃
業
、
転
業
等
を
ど

の
よ
う
に
防
が
れ
ま
す
か
。

A
「
制
度
へ
の
正
し
い
理
解
」

や
「
取
引
先
か
ら
言
わ
れ
る
が

ま
ま
安
易
に
登
録
を
し
な
い
」

「
取
引
を
す
る
と
き
に
は
、
価

Q
今
後
組
合
数
が
さ
ら
に
減

少
し
た
場
合
、
組
合
の
諸
行
動
、

運
動
な
ど
維
持
で
き
ま
す
か
。

A
２
０
２
３
年
の
単
年
度
収

支
で
赤
字
に
な
る
部
分
を
「
財

政
調
整
引
当
金
」
を
取
崩
し
て

充
当
し
、
現
状
す
で
に
取
崩
し

あ
り
き
で
予
算
を
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
組
合
員
の
減
少

が
続
く
と
、
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
限
り

の
経
費
節
約
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
財
政
を
詳
し
く
精
査

Q
地
域
建
設
業
共
同
登
録
機

構
に
つ
い
て
、
行
政
に
向
け
て

相
談
が
来
た
場
合
、
こ
ち
ら
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
な
ど
の
優

先
し
て
も
ら
う
打
診
は
し
て
い

く
の
か
。

A
（
一
社
）
広
島
県
建
築
セ

ン
タ
ー
協
会
は
、
広
島
県
が
主

催
す
る
「
ひ
ろ
し
ま
住
ま
い
づ

Q
こ
こ
数
年
コ
ロ
ナ
禍
で
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
中
止
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
予
定
し
て
い
る
地
連
と
は
、

ど
の
地
連
を
指
し
ま
す
か
。
ま

た
、
時
期
は
い
つ
頃
を
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

A
２
０
２
０
年
に
コ
ロ
ナ
禍

Q
Ｈ
Ｐ
未
加
入
者
の
方
に
見

や
す
く
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
様
々
な
職
人
さ

ん
の
話
な
ど
を
掲
載
い
た
だ
け

た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

A
Ｈ
Ｐ
へ
「
組
合
が
あ
っ
て

１
人
ひ
と
り
の
口
コ
ミ
が
拡
大
に

生
の
声
を
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
し
た
い

市
町
健
診
よ
り
充
実
し
て
実
施

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
を
考
え
る

決
定
的
な
講
習
会
は
な
い
が

県
や
市
で
紹
介
い
た
だ
い
て
い
る

制
度
改
善
に
要
請
行
動
す
る

イ
ン
ボ
イ
ス
の
周
知
を
行
う

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る

【
組
織
対
策
部
】

ん
の
一
人
ひ
と
り
の
口
コ
ミ
が

組
織
拡
大
に
繋
が
り
、
現
場
等

で
の
未
加
入
者
へ
の
声
掛
け
の

お
か
げ
だ
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
声
掛
け
行
動
に
奮
闘
い
た

だ
い
た
仲
間
の
皆
さ
ま
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

ま
す
が
、
各
自
が
地
域
の
医
療

機
関
で
受
診
す
る
こ
と
は
出
来

る
人
数
が
減
っ
て
き
て
、
現
状
、

開
催
で
き
な
い
状
況
も
あ
り
ま

す
。
講
習
会
を
本
部
大
会
の
課

題
に
合
わ
せ
る
と
、
大
会
に
参

加
し
な
い
若
者
に
と
っ
て
は
興

A
５
年
ご
と
の
見
直
し
が
予

定
さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
の
で
、

次
の
見
直
し
に
向
け
て
制
度
の

改
善
を
求
め
、
運
用
利
回
り
ア
ッ

プ
、
掛
金
の
所
得
控
除
へ
の
対

象
な
ど
、
全
建
総
連
賃
金
対
策

部
の
要
請
書
ひ
な
型
を
参
考
に

要
請
行
動
を
行
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

格
交
渉
を
行
な
っ
て
双
方
合
意

の
上
で
の
登
録
を
す
る
」
な
ど

を
広
建
新
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

勉
強
会
な
ど
で
周
知
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
10
月
の
施
行
ま
で

様
々
な
事
案
が
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
少
し
で
も
お
力
に
な
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

組
合
を
魅
力
あ
る
も
の
に
、
誇

れ
る
組
合
を
目
指
し
ま
す
。

く
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、

広
島
市
が
主
催
す
る
「
ひ
ろ
し

ま
住
ま
い
づ
く
り
連
絡
協
議
会
」

の
構
成
団
体
に
な
っ
て
お
り
、

木
造
住
宅
の
建
築
施
工
に
関
す

る
相
談
窓
口
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
関
連
冊

子
な
ど
で
紹
介
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

に
よ
っ
て
中
止
と
な
っ
た
１
・

３
・
６
・
８
・
10
・
11
地
連
を

２
０
２
３
年
度
に
実
施
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
日

程
と
実
施
に
つ
い
て
は
専
門
委

員
会
に
お
い
て
、
当
該
地
連
の

専
門
委
員
と
協
議
の
上
決
定
い

た
し
ま
す
。

助
か
っ
た
」
「
こ
ん
な
サ
ー
ビ

ス
が
良
か
っ
た
」
な
ど
組
合
に

対
す
る
肯
定
的
な
生
の
声
を
各

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
教
宣
部
宛

に
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
教
育
宣
伝
部
】

【
安
全
対
策
部
】

【
社
会
保
障
対
策
部
】

【
住
宅
対
策
部
】

【
税
金
対
策
部
】

【
財
政
部
】

【
技
術
対
策
部
】

【
賃
金
対
策
部
】

味
が
な
い
の
は
当
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
「
こ
の
講
習
会
な
ら
」

と
決
定
的
な
、
も
の
は
な
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
コ
コ

と
コ
コ
が
本
部
課
題
、
別
の
場

所
で
は
、
刃
物
研
ぎ
や
、
家
紋

な
ど
各
職
関
係
と
い
う
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

一部抜粋
要旨

代
表
質
問

質
疑
応
答

　

広
島
県
建
設
労
働
組
合
第
67

回
定
期
大
会
は
、
未
だ
に
終
息

を
見
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
続

く
中
、
最
大
限
の
感
染
予
防
対

策
を
講
じ
て
県
下
12
地
域
連
合

代
表
の
仲
間
が
結
集
し
、
組
合

員
と
家
族
の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
運
動
の
総
括
と
向
こ
う
一

年
の
運
動
方
針
を
決
議
し
た
。

　

昨
年
８
月
に
は
、
広
島
県
で

１
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
規
感
染
確
認
者
数
が
過
去
最

高
の
８
７
７
４
人
の
感
染
が
確

認
さ
れ
た
。
未
だ
ウ
イ
ル
ス
も

変
異
を
続
け
、
猛
威
を
振
る
う

言

会

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

海
外
で
は
現
在
も
続
い
て
い

る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
に
よ
り
、
子
ど

も
を
含
む
多
く
の
市
民
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
る
。
国
際
平
和
都

市
広
島
に
住
む
我
々
と
し
て
は
、

武
力
で
は
な
く
対
話
に
よ
る
１

日
も
早
い
終
息
を
願
う
。

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
深
刻
化

す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
が

連
鎖
し
、
円
安
、
資
材
価
格
の

高
騰
、
物
価
の
上
昇
な
ど
、
依

然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
な
状

況
が
継
続
し
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
よ
り
「
広
島
建
労

会
館
新
築
工
事
」が
着
工
さ
れ
、

今
年
９
月
の
竣
工
に
向
け
４
月

か
ら
は
、
建
設
業
で
は
、
中
国

地
方
初
と
な
る
労
働
者
供
給
事

業
に
よ
る
現
場
施
工
従
事
者
を

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で

進
め
て
い
き
、
新
時
代
の
広
島

建
労
の
活
動
の
拠
点
と
な
る
歴

史
に
残
る
新
会
館
が
建
設
さ
れ
る
。

　

政
府
は
防
衛
費
大
幅
増
額
の

方
針
を
決
定
、
今
後
、
社
会
保

障
費
削
減
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。建
設
国
保
は
私
た
ち
の「
命

と
健
康
を
守
る
」
大
切
な
制
度

で
あ
る
。
更
な
る
育
成
・
強
化
・

現
行
補
助
水
準
の
確
保
に
運
動

を
進
め
て
い
く
。

　

今
年
10
月
か
ら
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式
）が
施
行
さ
れ
る
。
政
府
・

与
党
は
納
税
額
を
抑
え
る
軽
減

措
置
を
設
け
る
方
向
で
調
整
し

て
い
る
が
組
合
員
個
々
の
適
切

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

　

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
建
設

業
に
働
き
方
改
革
関
連
法
が
全

面
適
用
さ
れ
る
。今
年
は
周
知
・

準
備
の
最
後
の
年
だ
。
若
者
の

入
職
と
定
着
を
図
る
た
め
、
期

限
と
意
識
を
持
っ
て
働
き
方
改

歴
史
に
残
る
新
会
館
建
設

　日時は以下の通りです。広島建労HP
「新着情報」に掲載の開催案内に従ってお
申込みください。申込書は地連窓口にも設
置しています。
日　　時：7月9日(日)　9：00～14：00
会　　場：広島県建設労働組合　草津事務所3F会議

(広島市西区草津東1-7-32)
受 講 料：組合員4,400円(税込)、員外6,600円(税込)
定　　員：20人
申込締切：6月16日(金)まで

【お詫びと訂正】
　「広建新報」2023年4月10日号1面右下掲載の「労働者
供給の協約書を締結」記事の一部に誤りがありました。
関係者の皆様に、ご迷惑をお掛けしましたことを心よりお
詫び申し上げます。
（誤）
9行目：「工務店協会主幹事工務店である橋本建設（株)」
（正）
9行目：「全木協広島主幹事工務店である橋本建設（株)」

「石綿使用建築物等解体等
業務特別教育」講習を開催

ま
せ
ん
か
。

A
市
町
の
実
施
機
関
で
特
定

健
診
を
実
施
す
る
に
は
実
施
機

関
と
の
集
合
契
約
を
締
結
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
保
組

合
は
現
在
、
理
事
会
で
の
確
認

に
よ
り
集
団
健
診
の
方
法
を
取
っ

て
い
る
の
で
エ
ヒ
メ
健
診
と
個

別
契
約
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
エ
ヒ
メ
健
診
の
健
診
で
は
、

が
ん
検
診
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
し
、
市
町
の
実
施
機
関
よ
り

充
実
し
て
い
ま
す
。
各
自
で
の

地
域
の
実
施
機
関
で
の
受
診
と

な
る
と
、
被
保
険
者
が
い
つ
で

も
行
け
る
か
ら
と
思
い
そ
の
ま

ま
１
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
仕
方
が
な
い
の

で
す
が
、
質
疑
応
答
の
発
言
が

な
い
の
は
物
足
り
な
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
次
年
度
は
一
般
質
問

な
ど
が
再
開
さ
れ
、
盛
大
な
大

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
本
年

度
で
県
に
上
が
る
こ
と
が
な
く

　

定
期
大
会
に
は
10
回
以
上
参

加
し
て
い
ま
す
。
議
事
進
行
で

は
シ
ナ
リ
オ
を
間
違
え
な
い
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
来
年
は

質
問
が
受
け
付
け
ら
れ
る
の
で
、

議
長
の
裁
量
が
問
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
大
会
の
事
前
準
備
か

ら
当
日
の
運
営
に
至
る
ま
で
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

通
常
よ
り
出
席
者
が
少
な
い

と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
組

合
の
諸
先
輩
方
が
勢
ぞ
ろ
い
の

中
で
の
司
会
で
し
た
。
顔
に
出

に
く
い
タ
イ
プ
だ
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
が
、
実
は
か
な
り
緊
張

し
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
無

事
に
役
目
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。
不
慣
れ

な
司
会
役
で
し
た
が
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
佐
々
木　

哲
司
さ
ん

　
　
　
　

（
第
11
地
連
三
次
）

○
青
掛　

良
晴
さ
ん

　
　
　
　

（
第
12
地
連
庄
原
）

○
山
本　

聖
空
さ
ん

　
　

（
第
３
地
連
し
ま
な
み
）

出
席
者
の
声

な
る
の
で
、
最
後
の
仕
事
と
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

革
の
対
策
に
取
り
組
む
。
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

普
及
促
進
し
、
技
能
者
の
処
遇

改
善
に
繋
が
る
運
動
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
。

　

新
会
館
が
落
成
す
る
本
年
、

組
合
の
「
相
互
扶
助
」
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、
組
合
員
に
寄
り

添
う
こ
と
を
あ
ら
ゆ
る
運
動
の

主
軸
に
据
え
、
県
下
12
地
域
連

合
で
の
組
織
増
勢
実
現
を
最
大

の
目
標
と
し
て
運
動
を
進
め
、

広
島
建
労
に
集
う
仲
間
と
と
も

に
奮
闘
す
る
決
意
を
固
め
、
全

世
代
の
力
を
結
集
し
全
力
で
取

り
組
む
こ
と
を
誓
い
、団
結
し
、

広
島
建
労
の
運
動
を
前
進
さ
せ

る
決
意
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）

３
月
18
日

　
　
　

第
六
十
七
回
定
期
大
会
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（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

〇
第
11
地
連
三
次　

３
人

〇
第
７
地
連
広
島　

７
本

〇
（
一
社
）
訓
練
・
建
築
セ
ン
タ
ー
協
会
理
事

明
見
順
二
（
第
11
地
連
三
次
）

功
労
表
彰
者

大
会
諸
役
員

の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

組
織
拡
大

表
彰
地
連

広
建
新
報

最
多
投
稿
地
連

一、全組合員総力で組織の年間実増を達成しよう！
一、社会保障制度の拡充、国保組合の育成強化を求
める運動を推進しよう！

一、特定健診・特定保健指導を受診し、肺がん・ア
スベスト検診をうけよう！

一、健康を保持し、医療費の適正化に努め、建設国
保を守ろう！

一、将来にそなえて「建退共」や「まごころ」に加入
しよう！

一、安全経費を確保し、対策強化で職場から労働災
害・職業病をなくそう！

一、労働災害は労災保険を労働保険（労災・雇用保
険）は事務組合を利用しよう！

一、講習会・学習会に参加し、資格を取得し、さらな
るスキルアップを目指そう！

一、技能後継者の確保と育成のため訓練校を充実さ
せよう！

一、住宅デーによってカンガルーマークの存在をア
ピールし、仕事確保と拡充をはかろう！

一、働き方改革の対策を進め、賃金と生活の安定を
はかろう！

一、建設キャリアアップシステムの登録・活用を促進
し、処遇改善につなげよう！

一、「公契約法」「公契約条例」の制定を実現させ
よう！

一、大衆増税反対・公正な税制を確立させよう！
一、青年部・主婦の会の活力ある行動で、組合への
理解と運動の輪を広げよう！

一、自動車・火災・傷害保険・ガン保険は ｢広島建設
保険代行社｣ を利用しよう！

一、機関紙「広建新報」やホームページで情報取得
と見識を広めよう！

一、助け合いは組合の原点、新型コロナを乗り越え、
仲間の絆を強める組織活動を進めよう！

第67回 定期大会スローガン

　

【
県
・
青
年
部
長
・
西
濵
恭

兵
】
青
年
部
は
第
23
回
青
年
部

総
会
を
３
月
11
日(

土)

12
時
30

分
よ
り
、
建
労
会
館
草
津
事
務

所
で
開
催
（
青
年
部
20
人
、
来

賓
３
人
、
事
務
局
２
人
の
計
25

人
が
出
席
）
し
ま
し
た
。

　

新
田
敏
雄
さ
ん
（
第
８
地
連
）

が
司
会
を
行
い
、
胡
青
年
副
部

長
（
第
２
地
連
）
の
開
会
あ
い

　

【
県
・
主
婦
の
会
会
長
・
竹

村
富
士
子
】
３
月
10
日(

金)

10

時
30
分
か
ら
、
主
婦
の
会
は
総

　

総
会
後
は
来
賓
も
含
め
て
参

加
者
全
員
で
５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
分
散
会
を
開
催
。

「
組
織
拡
大
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
全
員
が
発
言
す
る
よ
う
に

心
掛
け
、
最
後
は
グ
ル
ー
プ
ご

と
で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

5つのグループごとで発表内容をまとめる

会長が主婦の会議案書を手に報告

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

さ
つ
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
は
西
濵
流
世
さ
ん

（
第
６
地
連
）
、
有
本
秀
斗
さ

ん
（
第
９
地
連
）
が
選
出
さ
れ
、

物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
後
、
県
・
西
濵
青
年
部

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
度
の
経
過
、
２

０
２
３
年
度
の
運
動
方
針
案
の

提
案
を
西
濵
青
年
部
長
が
、
決

勢
21
人
（
会
員
17
人
、
来
賓
２

人
、
事
務
局
２
人
）
が
出
席
し

て
、
建
労
会
館
草
津
事
務
所
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
規

制
も
緩
和
さ
れ
３
年
ぶ
り
に
対

面
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
青
年
部
活

動
も
活
気
あ
る
も
の
と
し
て
青

年
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

算
報
告
お
よ
び
予
算
案
の

提
案
を
植
竹
青
年
副
部
長

（
第
７
地
連
）
が
行
い
ま

し
た
。
代
表
・
一
般
質
問

を
含
む
総
括
質
疑
応
答
の

後
、
経
過
・
運
動
方
針
案
、

決
算
・
予
算
案
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

「
青
年
部
は
組
合
の
先

頭
に
立
ち
、
団
結
し
て
活

動
し
よ
う
」
を
は
じ
め
と

す
る
総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

前
岡
地
連
青
年
部
長
（
第

12
地
連
）
が
提
案
し
採
択
。

議
長
解
任
後
、
胡
青
年
副

部
長
（
第
６
地
連
）
の
閉

会
の
あ
い
さ
つ
で
総
会
を

終
え
ま
し
た
。

第
59
回
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
５
地
連
・
久
保
さ
ん
の
司

会
、
中
井
副
会
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
で
始
ま
り
、
議
長
団
に
第

６
地
連
の
正
岡
さ
ん
と
第
７
地

連
の
森
岡
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
員
で
物
故
者
に
対
し
て
黙

と
う
を
さ
さ
げ
、
原
委
員
長
よ

り
来
賓
あ
い
さ
つ
、
藤
岡
書
記

長
よ
り
県
本
部
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

経
過
報
告
・
運
動
方
針
提
案

を
県
会
長
、
決
算
報
告
・
予
算

提
案
を
稗
田
第
１
地
連
会
長
が

行
い
、
質
疑
は
な
く
拍
手
で
議

案
が
了
承
さ
れ
、
議
長
解
任
、

中
野
副
会
長
の
閉
会
の
あ
い
さ

つ
で
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

総
会
を
通
じ
て
、
組
織
拡
大

に
お
け
る
主
婦
の
会
の
役
割
に

つ
い
て
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
様
、
共
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
議
長
団　

佐
々
木
哲
司
（
第

11
地
連
三
次
）
青
掛
良
晴
（
第

12
地
連
庄
原
）

◇
議
事
運
営
委
員
長　

山
本
章

（
第
３
地
連
し
ま
な
み
）　

同

委
員　

西
丸
宏
（
第
４
地
連
広

島
中
央
）
正
戸
正
奉
（
第
５
地

連
瀬
戸
内
）
谷
本
信
志
（
第
６

地
連
江
田
島
）
森
吉
直
樹
（
第

７
地
連
広
島
）

◇
資
格
審
査
委
員
長　

長
尾
善

行
（
第
８
地
連
広
島
西
）　

同

委
員　

宮
本
繁
樹
（
第
９
地
連

広
島
北
）
近
藤
博
之
（
第
10
地

連
高
陽
）
加
藤
智
也
（
第
11
地

連
三
次
）
今
岡
哲
也
（
第
12
地

連
庄
原
）

◇
議
事
録
署
名
者　

門
主
英
人

（
第
１
地
連
福
山
）
高
橋
光
弘

（
第
２
地
連
芦
品
）

◇
司
会
者　

山
本
聖
空
（
青
年

部
・
第
3
地
連
）

◇
書
記　

瀬
戸
翔
・
浜
先
冬
磨

（
事
務
局
）

組
織
拡
大
を
テ
ー
マ
に
分
散
会

組合の先頭に立ち
団結して活動しよう

共
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う

広
島
県
知
事
・
湯
﨑
英
彦

自
由
民
主
党
・
衆
議
院
議
員
・
平
口　

洋

公
明
党
・
広
島
県
本
部
代
表
・
栗
原
俊
二

公
明
党
・
衆
議
院
議
員
・
平
林　

晃

公
明
党
・
衆
議
院
議
員
・
日
下　

正
喜

立
憲
民
主
党
・
衆
議
院
議
員
・
佐
藤
公
治

全
木
協　

広
島
県
協
会

一
般
社
団
法
人　

広
島
県
工
務
店
協
会

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

全
建
総
連
・
北
海
道
連
・
青
森
県
連
・
岩
手
県
連
・
秋
田
建
労
・

山
形
県
連
・
全
建
総
連
福
島
・
茨
城
県
連
・
建
設
埼
玉
・
埼
玉

土
建
・
千
葉
県
連
・
千
葉
土
建
・
東
京
都
連
・
山
梨
県
連
・
長
野

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

県
建
設
労
連
・
岐
阜
建
労
・
静
岡
建
労
・
愛
知
建
築
・
全
建
愛

知
・
三
重
建
労
・
京
建
労
・
兵
庫
県
連
・
奈
良
建
築
・
ア
ー
キ

テ
ク
ト
ン
奈
良
・
和
歌
山
建
労
・
鳥
取
県
連
・
島
根
建
連
・
建
労

岡
山
・
建
設
山
口
・
徳
島
建
労
・
フ
レ
ッ
セ
・
香
川
建
労
・
愛
媛

建
労
・
高
知
建
労
・
福
岡
建
労
・
佐
賀
建
連
・
建
設
長
崎
・
熊
建

労
・
大
分
建
労
・
宮
崎
建
産
労

第59回
主婦の会
総会

第23回
青年部
総会

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員
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対 象 者

自己負担

目 標

特定健診・特定保健指導

注　

意

人間ドック・脳ドック・PET‒CTがん
ドック検診補助申請について

受診から補助までの流れ
建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

１. 対象となる検診及び補助
補助の対象となる検診の種類は次のとおりです。
⑴人間ドック
⑵脳ドック
⑶PET‒CTがんドック検診（受診予定人数30名まで）
⑷人間ドック又は脳ドックと併せて受ける契約外検査（オプション検査）
※宿泊の場合も、日帰り検診と同じ金額の8割を補助金額の上限とします。
※PET－CTがんドック検診は建設国保組合が一律40,200円を補助します
が、差額については受診者が契約医療機関の窓口にて支払います。
※契約外検査（オプション検査）を受診された場合、契約外検査総費用
額の5,000円までを上限として補助します。超えた場合の料金は受診者の
自己負担になります。
※PET‒CTがんドック検診では、契約外検査は該当いたしま
せんので、契約外検査を受診された場合は、全額自己負担に
なります。
※人間ドック・脳ドック検診またはPET検診は

『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。

２. 補助対象医療機関について
広島県建設国民健康保険組合と委託契約を締結した医療機関（別紙令

和5年度契約医療機関一覧表）の中より、お申し込みください。
※令和5年4月から検診料金等が変更されておりますので、受診される医
療機関か一覧表にてご確認ください。

３. 申し込み方法について
補助対象医療機関へ予約後、人間・脳ドックの場合は必ず「契約検

診機関補助申込書兼受診票」、PET‒CTがんドック検診の場合は必ず
「PET‒CT検診補助申込書兼受診票」を所属されている地域連合の窓口に
連絡して、お申し込みください。
注受診される当日は必ず受診票を持参してください。
注予約された後、地域連合の窓口には早めに申請をしてください。
注受診票に記入する項目は全て記入をしてください。
注対象医療機関以外での受診は補助対象になりません。
　また、償還払いも補助対象にはなりません。

４. 対象者
受診票の交付を受けることができるのは交付及び申請時において、次

の各号のすべての要件に該当する被保険者とする。
⑴検診日現在被保険者である組合員とその配偶者
⑵入院または妊娠していない者
⑶年度内（4月から翌年3月まで）に検診補助を受けていない者
⑷国民健康保険料を滞納していない者
⑸事前に当国保組合へ申込書が受理された者

　受診票の交付を受けた被保険者が、受診の中止または検診日を変更すると
きは、直ちにその旨を検診機関に連絡のうえ、変更を受けてください。
※必ず建設国保組合にも申請変更の連絡をお願いします。

　1歳～3歳までのお子さまがいらっしゃる世帯に年4回、育児情報誌
「1・2・3歳」を配付しておりましたが、令和5年3月中旬配付の春号を
もって終了いたしました。
　なお、0歳児を対象とした月刊誌につきましては、今年度も配布を継
続しております。

　特定健診とはメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）をはじめとする生活習慣病の予防や改
善に着目した健診です。特定健診の結果により、将来の生活習慣病を防ぐ事が必要な方には、特定保
健指導を受けて頂く必要があります。特定保健指導は特定健診会場で当日に、実施しております。ま
た、人間ドック検診においても下記の5検診機関での人間ドック検診後の当日特定保健指導を実施して
おりますので、受けて頂くようよろしくお願いします。

　行政（各市町）が検診車を公民館等に派遣して行う集団健診のうちで、特定健康診査につい
ては、建設国保に加入しているみなさんは、受診することができません。
　この特定健康診査については、建設国保が独自に行います。したがいまして、建設国保に
加入しているみなさんは、所属の各地域連合で手続きを行っていただき、建設国保が契約し
ている検診業者で受診していただくようになりますので、注意してください。

40歳以上の被保険者全員（令和5年4月1日時点）

特定健診、特定保健指導とも建設国保が負担するため無料！

今年度も特定健診受診率70％、保健指導実施率30％を目指しています。

①「契約検診機関一覧表」で契約検診機関を確認のうえ、2週間以上の余裕をもって予約する

②受診者は所属の地域連合で、補助申込をする
　「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」記入

③国保組合へ「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」を送付

④国保受付印を押印した補助申込書兼受診票を地域連合へ返送

⑤受診者は、必ず「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET－CT検診補助申込書兼受診票」を提示の
うえ受診する

⑦後日、建設国保組合が残りの検診費用相当額と、オプション検査を受診された方の費用のうち
5,000円までを上限とし、医療機関へ支払う

※広島県建設国民健康保険組合補助申込書兼受診票は、受診者が当組合の被保険者でありドックの補
助対象者であることを証明するものです。受診票を提示されないと医療機関で補助対象者であるか確
認が出来ません。当日は必ず受診票を提示してください。
　また事前に申込のないものは補助できませんので、ご注意ください。

⑥受診後、（人間・脳ドックの場合）契約検診料金の2割相当額と、オプション検査を受けられた方
は料金の5,000円を超えた額、（PET－CT検診の場合）当国保組合が負担する40,200円の差額分を
窓口にて支払う。
人間・脳ドック受診でのオプション検査については、5,000円までは当国保組合が助成しま
す。5,000円を超えた金額は自己負担となりますので、当日窓口でお支払いください。
※PET－CT検診の場合オプション検査は該当しません。

歯
科
健
診
を
無
料
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
建
設
労
働
組
合
の
各
地
連
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
サ
ン
ス
タ
ー
株
式
会
社

◆歯の本数が0～4本の人は、20本以上ある人に比べ、
年間医科医療費が19万円高いという結果に。

◆定期的な歯科健診を受けている人ほど、
　年間医科医療費が少ないことがわかりました。

歯
の
本
数
が
少
な
い
人
は
、

糖
尿
病
・
高
血
圧
に
お
い
て
医

科
医
療
費
が
高
く
な
っ
て
い
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

歯
科
健
診
で
は
、
歯
ぐ
き
・

虫
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
は
な

く
、ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
な
ど
、

様
々
な
観
点
か
ら
診
査
を
行
い

ま
す
。

　建設国保では、歯科健診の全額補助を行っています。被保
険者であれば、1年1回に限り無料で歯科健診を受ける事がで
きますので、各地域連合窓口にて、お申込みください。

歯の健康を守ろう
歯の定期健診はとても重要です!

第1回

基
本
的
な

健
診
項
目

特
定
保
健

指
導
機
関

・問診・身体測定・血圧測定・尿検査
・前立腺がん検査・大腸がん検査
・血液検査(肝機能、脂質、血糖、貧血等)
・子宮頸がん検査
・血清クレアチニン検査

●アルパーク検診クリニック
●広島県環境保健協会
●広島赤十字・原爆病院
●医療法人JR広島病院
●東広島記念病院

季刊誌「1・2・3歳」配布終了のお知らせ

残存歯数別　年間医科医療費
万
円
／
年

万
円
／
年

出典：平成25年度 香川県歯の健康と医療費に関する実態調査
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歯科健診を無料で受診することができます。
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建設国保が実施している各種検診等の補助

【対象検診】地方自治体（市・町）が実施しているがん検診
【対 象 者】組合員および配偶者
【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　本人負担額全額
★補助を受けるには
①検診料を支払ったときに必ず領収書をもらう。
②領収書（原本）を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。
※がん検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左中マスに該当します。

がん検診補助

歯科健診補助

インフルエンザ予防接種補助

肺がん（アスベスト）検診補助

契約保養所利用補助

国保組合節目がん検診

産後就労助成金

【対象健診】指定歯科医院（健診協力医）で受診した歯科健診
【対 象 者】被保険者全員

【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　健診料3,300円（税込）全額を補助
★補助を受けるには
①指定歯科医院を確認。健診日を予約して、所属の地域連合で健
　診票を交付してもらう。
②受診日当日、忘れずに健診票を持参していく。健診料の支払いは不要。
※歯科健診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左下マスに該当します。

【対　象　者】対象者年齢
・接種日時点で1歳以上から中学入学前の被保険者
・接種日時点で65歳以上75歳未満の被保険者

【補　助　額】接種費用に関わらず、1,500円を限度として補助
【補助対象数】人数に制限があり、該当対象者2,000人までを補助
【接 種 期 間】10月1日～翌年2月末日までの1回
★補助を受けるには
①接種費用を支払ったとき、必ず領収書をもらう。
②領収書（コピー）と認印を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。
※インフルエンザ予防接種は、『健康づくりビンゴ表』の左中マ

スに該当します。

【対象検診】各地域連合の実施計画に基づき、検診車を派遣して行う肺がん検診
【対 象 者】組合員および配偶者
【補 助 額】◇広島県環境保健協会…検診料金13,750円（税込）のうち、

11,750円を補助　自己負担額2,000円が必要です。
　◇中国労働衛生協会…検診料金5,500円（税込）のうち、
3,500円を補助　自己負担額2,000円が必要です。

●肺がん（アスベスト）検診は、各地域連合の実施計画に基づいて行われます。
検診など手続きの詳細については所属の地域連合へお問い合わせください。
●放射線被爆は極微量となっており問題はない量ですので、喫煙者・
要再検査の方は毎年の受診をお勧めしています。しかし、肺・心疾
患の疑いがある場合等は十分考慮のうえ、受診をご検討ください。

※肺がん（アスベスト）検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の
左下マスに該当します。

【対象検診】各地域連合の実施計画に基づく、特定健康診査会場で同時に行われ
る節目がん検診

【対 象 者】令和5年4月1日時点で資格を有する被保険者で下記の満年齢の者
組合員　満20歳、25歳、30歳、35歳
家　族　満30歳、35歳

【検査内容】男女とも便採取による大腸がん検査
　採血検査　　貧血、血清クレアチニン（腎機能）、肝機能、

　血糖値、血中脂質（コレステロ－ル値）
　女性のみ採血による子宮がん検査（CA‒125）

【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回
◇男性…検診料金5，100円 全額を補助
◇女性…検診料金7，200円 全額を補助

※国保組合節目がん検診は、『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。

【対 象 者】出産された女性組合員
【補 助 額】出産月を含めた、前3カ月の保険料相当額
★補助を受けるには
出産手当金請求と同時に所属地域連合で助成申請手続きをする。

【対象宿泊】日本交通公社(JTB)または日本旅行のどちらかと契約を結んでいる
宿泊施設での宿泊

【対 象 者】被保険者全員（0歳児は対象外）
【補 助 額】年（4月～翌年3月まで）1回　組合員2,000円、

家族1人につき2,000円
★補助対象となっている宿泊施設や手続き方法など、詳細は所属の
地域連合へお問い合わせください。

※契約保養所利用者は、『健康づくりビンゴ表』の下中マスに該当します。

令和5年度 契約医療機関一覧表

契約検診機関
日帰り人間ドック 日帰り脳ドック 日帰り人間ドック

脳ドックセット ＴＥＬ
コース 検診料金

(税込み) 本人負担 検診料金
(税込み) 本人負担 検診料金

(税込み) 本人負担

日 本 鋼 管 福 山 病 院 30,800 6,160 084-945-3920

中 国 労 働 衛 生 協 会
41,800 8,360 

084-941-8211簡易ドック
（共通） 22,000 4,400

脳神経センター　大田記念病院 39,600 7,920 41,800 8,360 81,400 16,280 084-931-8650
福山市医師会健康支援センター 38,500 7,700 084-921-0035

中 国 中 央 病 院
40,150 8,030 64,350 12,870

084-970-2121
胃カメラ 43,450 8,690 67,650 13,530

府 中 市 民 病 院 39,600 7,920 61,600 12,320 0847-45-3300

さ と う 脳 外 科 ク リ ニ ッ ク

脳ドックＡ 22,000 4,400 

084-940-5855
脳ドックＢ 33,000 6,600 
脳ドックＣ 38,500 7,700 
脳ドックＤ 49,500 9,900

沼 隈 病 院 38,280 7,650 084-988-1888
西 福 山 病 院 25,000 5,000 084-933-2110
公 立 み つ ぎ 総 合 病 院 36,300 7,260 34,100 6,820 60,500 12,100 0848-76-1111
尾 道 市 立 市 民 病 院 35,200 7,040 0848-47-1155
J A 尾 道 総 合 病 院 44,000 8,800 61,600 12,320 0848-22-8111
村 上 記 念 病 院 33,600 6,720 0848-22-3131

因 島 医 師 会 病 院
38,500 7,700 

29,700 5,940 
55,000 11,000

0845-24-1210
胃カメラ 39,600 7,920 56,100 11,220

因 島 総 合 病 院 38,500 7,700 14,500 2,900 58,300 11,660 0845-22-2552
公 立 世 羅 中 央 病 院 39,000 7,800 63,200 12,640 0847-22-1127
三 原 赤 十 字 病 院 38,500 7,700 52,760 10,550 0848-64-8111

興 生 総 合 病 院
39,600 7,920

44,000 8,800 
67,100 13,420

0848-63-5512
胃カメラ 41,800 8,360 69,300 13,860

三 原 市 医 師 会 病 院 34,100 6,820 33,000 6,600 67,100 13,420 0848-62-3113

東 広 島 記 念 病 院

38,665 7,730 

33,000 6,600

55,165 11,030 

082-423-6662
胃カメラ 40,865 8,170 57,365 11,470
B コース 22,000 4,400 
胃カメラ 26,400 5,280

西 条 中 央 病 院 36,000 7,200 082-423-3050

本 永 病 院
38,500 7,700 

082-423-2666
胃カメラ 41,250 8,250 

井 野 口 病 院 38,230 7,640 35,200 7,040 64,710 12,940 0120-706-076
安 田 病 院　 健 康 管 理 セ ン タ ー 33,000 6,600 22,000 4,400 55,000 11,000 0846-22-6213
横 山 病 院 26,400 5,280 0823-74-1122
呉 芸 南 病 院
芸 南 健 康 ク リ ニ ッ ク

39,050 7,810 
0823-73-7200

胃カメラ 41,450 8,290

中 国 労 災 病 院
43,800 8,760 

35,400 7,080
79,200 15,840

0823-72-7447
胃カメラ 45,840 9,160 81,240 16,240

呉 市 医 師 会 病 院 40,600 8,120 0823-22-2321

呉 共 済 病 院
42,000 8,400 

34,000 6,800
64,000 12,800

0823-22-2111
胃カメラ 47,200 9,440 69,200 13,840

県 立 安 芸 津 病 院 35,750 7,150 0846-45-0055
済 生 会 広 島 病 院
健 康 管 理 セ ン タ ー

39,600 7,920 
38,500 7,700 

71,500 14,300
082-820-1870

胃カメラ 44,000 8,800 75,900 15,180
医 療 法 人 JR 広 島 病 院 42,900 8,580 64,900 12,980 082-262-1494

ア ル パ ー ク 検 診 ク リ ニ ッ ク
39,600 7,920 

33,000 6,600 
69,300 13,860

082-501-1115
胃カメラ 41,800 8,360 71,500 14,300

福 島 生 協 病 院
43,120 8,620 

082-292-3215
生協会員 30,140 6,020 

鈴 が 台 ク リ ニ ッ ク 36,700 7,340 082-278-6151

健 康 倶 楽 部 健 診 ク リ ニ ッ ク
40,700 8,140 74,800 14,960

082-249-7011
胃カメラ 45,100 9,020 79,200 15,840

広 島 原 爆 障 害 対 策 協 議 会
健 康 管 理 ・ 増 進 セ ン タ ー 38,700 7,740 33,910 6,780 66,200 13,240 082-243-2451

広 島 赤 十 字 ・ 原 爆 病 院
40,700 8,140 

41,690 8,330
71,390 14,270

082-241-3111
胃カメラ 42,900 8,580 73,590 14,710

吉 島 病 院
42,350 8,470 

082-241-2167
胃カメラ 45,650 9,130 

広 島 県 環 境 保 健 協 会
40,700 8,140 

29,150 5,830 
69,850 13,970

082-293-1513
胃カメラ 46,200 9,240 75,350 15,070

グランドタワー　メディカルコート
ラ イ フ ケ ア ク リ ニ ッ ク

42,900 8,580 
082-227-3366

胃カメラ 46,750 9,350 
広 島 中 央 健 診 所 40,700 8,140 29,700 5,940 64,900 12,980 082-228-1177

長 崎 病 院
37,400 7,480

082-208-5801
胃カメラ 40,700 8,140

中 電 病 院 37,400 7,480 27,600 5,520 65,000 13,000 0120-101-773
広 島 生 活 習 慣 病・
が ん 健 診 セ ン タ ー 幟 町

38,500 7,700
33,000 6,600 

60,500 12,100
082-224-6661

胃カメラ 40,700 8,140 62,700 12,540

広 島 共 立 病 院
38,500 7,700 

26,400 5,280 
64,900 12,980

082-879-1111
胃カメラ 40,700 8,140 67,100 13,420

生 協 さ え き 病 院
43,120 8,620 

082-926-4511
生協会員 30,140 6,020 

五 日 市 記 念 病 院
40,000 8,000 

082-924-2211
25,000 5,000 

西広島リハビリテーション病院 39,600 7,920 082-924-1116
広 島 生 活 習 慣 病・
が ん 健 診 セ ン タ ー 大 野

38,665 7,730
33,000 6,600

55,165 11,030
0829-56-5505

胃カメラ 40,865 8,170 57,365 11,470
広島市立北部医療センター安佐市民病院 39,500 7,900 082-815-5211

安 芸 太 田 病 院
40,660 8,130 

20,900 4,180 
61,560 12,310

0826-22-2299
胃カメラ 43,940 8,780 64,840 12,960 

千 代 田 中 央 病 院 41,800 8,360 0826-72-6111

三 次 地 区 医 療 セ ン タ ー
33,610 6,720 

37,800 7,560 
66,110 13,220

0824-62-6311
胃カメラ 35,810 7,160 68,310 13,660

市 立 三 次 中 央 病 院
38,500 7,700

44,550 8,910
59,730 11,940

0824-65-0101
胃カメラ 40,700 8,140 61,930 12,380

J A 吉 田 総 合 病 院 39,600 7,920 39,600 7,920 61,600 12,320 0826-42-5372
庄 原 市 立 西 城 市 民 病 院 35,000 7,000 28,000 5,600 62,500 12,500 0824-82-2611
東 城 病 院 33,900 6,780 08477-2-2150
庄 原 赤 十 字 病 院 37,400 7,480 66,660 13,330 0824-72-3111
瀬 尾 医 院 31,800 6,360 08477-2-0023
平 和 ク リ ニ ッ ク 補助負担額 40,200 　　本人負担額＝健診料金－ 40,200 082-532-2211
大 原 記 念 倉 敷 中 央 医 療 機 構 
倉敷中央病院付属予防医療プラザ 補助負担額 40,200 　　本人負担額＝健診料金－ 40,200 086-422-6800
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　法人事業所（株式会社など）または従業員を
常時5人以上雇用する個人事業所は社会保険
（健康保険と厚生年金）の強制適用となります。
　ただし、すでに建設国保に加入の個人事業
主が法人になった日（※）などから14日以内に
年金事務所へ「健康保険適用除外」（厚生年金
の取得）を申請して承認を受けることにより、建
設国保に残ることができます。しかし、年金事
務所への届け出が法人になった日（※）などか
ら14日を超えた時は、健康保険の適用除外が
認められず、建設国保に残ることができません。
　必ず期限内に組合で手続きを行い、年金事
務所へ申請してください。
※法人になった日などとは…
●法人事業所（株式会社など）を設立した
●事業所を法人化（株式会社など）した
●個人事業所で常用の従業員が5人以上に
なった

詳しくは所属の地連事務所までお尋ねください。

内　容 件数
工 具 ・ 機 械 ３
打 撲 ・ 捻 挫 3
転 墜 落 3
転 倒 2
交 通 事 故 １

計 12

地連名 件数
第１地連 福 山 1 （１）
第３地連 しまなみ 1
第４地連 広島中央 1
第５地連 瀬 戸 内 （１）
第８地連 広 島 西 2
第９地連 広 島 北 （１）
第10地連 高 陽 （１）
第11地連 三 次 （２）
第12地連 庄 原 1

計 6 （6）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

4月1日の
組織人員
11,879人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数
（
写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い
）
を
お
答

え
く
だ
さ
い
。ハ
ガ
キ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）
に
、「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・『
広
建
新
報
』
に
つ

い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。
抽

選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募
締
め

切
り
は
今
月
末
（
消
印
有
効
）
ま
で
で
す
（
正
解
：
４
月
号
は
６
個
）
。

労働災害地連別件数一覧表
令和5年3月分

労災保険に入りましょう

原
委
員
長
の
本
部
報
告

第12回定期大会参加者で

第
13
回
定
期
大
会

一
元
化
を
拍
手
で
承
認

呉
支
部
は
第
66
回

地
連
は
第
12
回
大
会

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
織
田
村

智
大
】
２
月
25
日(

土)

15
時
よ

り
東
広
島
の
ホ
テ
ル
ヴ
ァ
ン
コ

　

【
教
宣
専
門
委
員
・
松
田
茂

典
】
２
月
26
日(

日)

呉
阪
急
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
呉
支
部
第
66

回
定
期
大
会
が
コ
ロ
ナ
の
た
め

ー
ネ
ル
（
白
竜
湖
）
で
第
13
回

定
期
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
上
青
年
部
長
の
司
会
進
行

と
大
森
副
地
連
長
の
開
会
の
あ

　

３
月
23
日(
木)

、
広
島
市
職
業
訓
練
協
議
会
は
建
築
・
硝
子

訓
練
校
の
合
同
修
了
式
を
建
設
国
保
会
館
で
開
催
。
両
訓
練
校

生
8
人
、
校
長
・
副
校
長
、
役
員
1
人
、
講
師
12
人
、
来
賓
４

人
、
在
校
生
1
、
事
務
局
2
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

一
般
代
議
員
は
委
任
状
を
出
し

て
も
ら
い
、
懇
親
会
も
控
え
て

少
人
数
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

支
部
長
あ
い
さ
つ
で
は
、「
今

第４地連第４地連
広島中央広島中央

第５地連第５地連
瀬 戸 内瀬 戸 内

令和４年度・優秀賞

健
康
第一

　
安
全
第一

　
　
家
族
の
願
い

労働安全標語

第5地連瀬戸内
遠藤　良美さん

レ
ベ
ル
２
達
成
３
人
に
は

能
力
評
価
書
を
授
与

式を終えて

合　同
修了式

第4地連広島中央の組合員とその家族限定

　

式
は
建
築
校
・
原
校
長
の
開

会
の
辞
で
始
ま
り
、
君
が
代
斉

唱
。
修
了
証
書
と
技
能
照
査
合

格
証
書
が
各
訓
練
校
校
長
よ
り

修
了
生
代
表
に
手
渡
さ
れ
、
各

賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

修
了
生
４
人
が
技
能
照
査
に

合
格
し
、
高
橋
偲
さ
ん
に
広
島

市
長
賞
、
髙
橋
天
海
さ
ん
に
広

島
市
職
業
訓
練
協
議
会
長
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建

設
技
能
者
能
力
評
価
レ
ベ
ル
２

に
達
し
た
３
人
に
は
、
能
力
評

価
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
協
議
会
会
長
の
原
校
長
あ

い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
後
、
在
校

生
代
表
に
よ
る
送
辞
と
修
了
生

答
辞
が
行
わ
れ
、
硝
子
校
・
古

川
校
長
の
閉
会
の
辞
で
修
了
式

を
終
え
ま
し
た
。

　3キロのコースをウォーキングしなが
ら組合員さん同士で交流を深め、より
一層の健康づくりをしましょう！
　当日は健康グッズ等景品も用意して
お待ちしております。
日時：6月11日(日) AM9:30～11:30
場所：憩いの森公園
　　　(東広島市西条町寺家941-17）
　参加希望の方は第4地連事務所へお
申し込み下さい。

健康ウォークラリー
参加者募集 　　第9回

▼
５
〜
６
月
の
行
事
予
定
▲

年
も
色
々
な
行
事
を
計
画
し
て

い
ま
す
が
、
実
施
で
き
る
か
不

明
で
す
。
令
和
５
年
度
も
瀬
戸

内
呉
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
さ

れ
、
会
計
・
会
計
報
告
予
算
案
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
が
大
き
な

拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
３
月
５
日(

日)

に
は
、

第
５
地
連
瀬
戸
内
第
12
回
定
期

大
会
を
呉
阪
急
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
来
賓
６
人
、
役
員
・
代
議

員
25
人
で
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

い
さ
つ
で
大
会
が
始
ま
り
、
猪

木
さ
ん
が
議
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　

物
故
者
に
対
し
て
黙
と
う
を

さ
さ
げ
、
地
連
長
の
あ
い
さ
つ
、

ご
来
賓
の
県
・
原
執
行
委
員
長
、

地
連
代
表
で
第
８
地
連
坂
本
地

連
長
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

原
執
行
委
員
長
か
ら
の
本
部

報
告
で
は
、
本
部
の
会
館
建
替

14
日　

第
７
地
連
特
定
健
診

　
　
　

（
中
・
南
・
比
治
山
地
区
）

15
日　

教
育
宣
伝
専
門
委
員
会

16
日　

技
術
対
策
専
門
委
員
会

17
日　

安
全
対
策
専
門
委
員
会

22
日　

社
会
保
障
対
策
専
門
委
員
会

26
日　

監
査
会

　
　
　

第
６
地
連
組
織
拡
大
オ
ル
グ

　
30
日　

四
役
・
専
門
部
長
・
地
連
長
会
議

　
３
日　

第
５
地
連
イ
ン
ボ
イ
ス
講
習
会

11
日　

第
４
地
連
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

18
日　

第
１
地
連
税
金
学
習
会

25
日　

第
６
地
連
住
宅
デ
ー

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5月6月

法人化（株式会社など設立）を
予定している組合員の皆様へ

Ｑ：暦年贈与110万円の非課税制度が変わると聞いたのですが
本当ですか？
Ａ：生前贈与で毎年110万円を基礎控除（非課税の範囲が110
万円）暦年贈与のうち、これまでは相続が発生した時から３年
遡って加算されることになっていました。
　この遡り期間が2024年1月から7年になります。
　つまり、毎年110万円の暦年贈与を行っていた場合、生前贈
与加算は最大で330万円だったものが、2024年1月の改正から
は670万円（100万円控除して）となります。
　ただし、相続開始前の贈与加算は、相続などにより財産を取
得した人を対象としているため、法定相続人以外の孫や実子の
配偶者などには適用されません。

2023年12月31日までの贈与の場合

贈与

贈与

贈与の時期

24年1月1日

24年1月1日

3年後

3年後
7年後

全額相続財産として加算

全額相続財産
として加算

相続の発生時期

3〜7年前の贈与額合計から
100万円を控除した額を加算

加算されない

加算されない

2024年1月1日から贈与した場合

税金Ｑ＆Ａコーナー
暦年贈与110万円の非課税枠の内容変更
生前贈与加算が最大で670万円に!

税金対策部

訓練校

築
子

建
硝

ＴＥＬ：082-434-0254
ＦＡＸ：082-434-0594
メール：kenrou4@hi3.enjoy.ne.jp

第4地連

　

定
期
大
会
は
、
毎
年
こ

の
時
期
に
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
す
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、

県
・
原
執
行
委
員
長
が
県

の
活
動
や
こ
れ
か
ら
の
行

事
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
混

ぜ
な
が
ら
話
さ
れ
、
会
計

監
査
報
告
・
予
算
案
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
大
き
な

拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

え
へ
の
労
働
者
供
給
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
経
過
報
告
、
各
専

門
部
報
告
、
財
政
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
第
４
地
連
一

元
化
の
提
案
が
な
さ
れ
、
拍
手

を
持
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

方
針
で
は
平
田
書
記
長
と
各

専
門
委
員
に
よ
る
方
針
案
、
予

算
提
案
が
拍
手
で
承
認
さ
れ
無

事
に
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

◆
修
了
生
の
声
◆

高
橋　

偲
さ
ん
（
第
1
地
連
）

　

実
技
と
製
図
を
特
に
頑
張
り
、

実
技
で
は
丁
寧
に
寸
法
の
狂
い

の
な
い
よ
う
に
作
業
す
る
こ
と
、

製
図
で
は
正
確
に
き
れ
い
に
描

け
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。

良
い
仲
間
た
ち
に
出
会
え
、
競

い
合
い
な
が
ら
楽
し
く
技
術
も

知
識
も
人
間
と
し
て
も
成
長
で

き
た
２
年
で
し
た
。

髙
橋　

天
海
さ
ん
（
第
４
地
連
）

　

こ
の
２
年
間
、
あ
ま
り
得
意

で
は
な
か
っ
た
製
図
の
授
業
を

特
に
頑
張
り
ま
し
た
。

最
後
の
課
題
の
自
由
設
計
の
提

出
は
や
り
切
り
ま
し
た
。
実
技

の
授
業
で
だ
ん
だ
ん
と
き
れ
い

に
作
品
が
完
成
す
る
よ
う
に
な

り
、
も
の
づ
く
り
が
よ
り
好
き

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご注意ください  まずは組合へご相談を
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